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２１期生センター試験まで 

６４  

3 年生対象  

１ 学期に申し込んだ生徒へ 

 ＊奨学金（第一種、第二種）決定の連絡は係に届いています。 

  ただし、皆さんに配布するべき書類は例年より遅れていて、今月後半になるそうです。 

 

  ＊第一種に決定している生徒（係から個人的に連絡の無い人）へは、基本的に書類が届いてから  

説明会を開く予定です。それまで待っていて下さい。 

  ただし、「ろうきん」からお金を借りる予定があり、急いでいる生徒は、係の所に来て下さい。 

     → AO・推薦などで合格が決まっていて（もしくは決定予定で）、 

       「入学時特別増額貸与奨学金」を申し込んだ生徒 

 

  ＊第二種に決定している生徒は、別の用紙でお知らせしたとおり、１ １ 月１ １ 日（金）放課後に説明

会をもちますので、希望者は来て下さい。一人ひとりに説明はしません。 

 

 

～蛍雪時代 11月号プランニングで差をつける！「成功する併願」の５つのチェックポイント～より抜粋 

 

 

 

《Checkpoint ３ ：入試科目・難易度》 

･･･自分にピッタリな入試の条件は？  

 まず学力を分析してから、弱気にならずに可能性を探る。それを各大学の条件と照らし合わせて判断

することが大切だ。これまでに受けた模試の成績表など、客観的なデータも参考にして、全体および各

科目の現時点の学力到達度、現在までの学習状況と学力の推移、各科目・分野の得意・不得意や自分と

の相性、今後期待できる伸びしろなど、自分の学力をさまざま視点から多角的に分析しよう。 

☆入試条件 併願プランニングの○と× 

 

 

 

 

 

 成功する併願 

有利・不利や相性、受験対策など、幅
広く検討して可能性を判断  

 検討する材料が多ければより正確な判断ができ、

良好な受験結果が期待できる。 

一覧表などをさっと見ただけで、「な
んとかなるかも」と楽観視 
 たいした根拠もなく期待しても、最終的には現

実の厳しさを思い知るだけ。 



☆入試科目&難易度はここに注目!  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!! 第一志望校に合わせて受験する科目を共通化 !! 

併願における入試科目の原則は、「受験する科目を共通化する」こと。各受験校の入試科目が異なると、全体の

科目数が多くなり、受験対策に苦労する。併願校は、なるべく第一志望校の入試科目の範囲内に収まる大学から

選択しよう。そうすれば、併願校の対策が第一志望校の対策にもなり合理的だ。併願校だけの科目を勉強するた

めに、第一志望校の対策が手薄になるような状況は避けたい。 

!! 配点とその比率に注目!得点戦略も考えてみる !! 

 入試科目を確認するときは、各科目の配点やその比率にも注目。得意科目の配点が高く、苦手科目の配点が

低ければ、受験を有利に戦える。一般に、個別試験の合格最低点は６割前後。得意科目の配点が高い大学な

ら、苦手科目の得点が期待できなくても合格点突破を狙える。こうした具体的な得点戦略も考えてみよう。また、

国公立大の志望者は、センター試験と２次試験の配点比率にも要注意。 

!! 選択科目とその条件、出題範囲を慎重に確認!! 

 数学、理科、地歴・公民などは、まず自分の履修科目、受験したい科目が選択できるのかを確認すること。一部

の選択科目について、条件つきで選択を認める場合もある。また、センター試験の理科は、センター出願時に登録

した選択パターン（A～D）と各大学の科目指定との合致に注意しよう。そのほか、数学・理科の出題項目（個別試

験）や、国語で古文・漢文を含むかなども見逃さないこと。 

入試科目 

!! 自分の偏差値±３～５の範囲で受験校を選ぶ !! 

 合格圏の目安は、自分の偏差値±３～５程度。受験校は、難易度がこの範囲内の大学から選ぶのが基本だ。

だが、特に現役生は、受験期にかけて実力が急上昇することもある。高望みと思える大学でも、今後の頑張りと学

習戦略によっては手が届く可能はあるのだ。そこで、今後の学力の伸び幅に応じた、複数の併願プランを考えてお

く手もある。とはいえ、この時期から極端な大逆転は期待しないこと。 

難易度 

!! 実際のレベルや相性を過去問で確認する !! 

 合格難易度などのデータは併願校の検討に不可欠なものだが、あくまで基準にすぎない。実際の難易レベル

は、過去問でより具体的に把握しよう。できれば実際に解いて、出題内容・レベルを確かめながら、ハードルの高さ

を体感したい。出題傾向との相性がよければ、データ的には厳しくても可能性が出てくる。なお、ウェブサイト「大学

受験パスナビ」では、多くの大学の過去問を無料公開している。 

!! 入試条件の変更など難易の変動要因に注意 !! 

 入試の難易は、さまざまな条件によって変動する。そうした変動をもたらす要因にも注目したい。特に、入試科目

数の減少や募集人員の増加などの入試条件の変更、前年の入試における志願者数の大幅な減少などは、志願

者数が増加（＝倍率が上がり、難易度アップ／その逆もある）する要因になりうる。入試動向分析の難易変動の予

測記事を読むなどして、こうした情報もできるだけ把握しておこう。 

焦らない。 

でも、あきらめない。 

- 斎藤茂太(精神科医、随筆家) - 


